
ヒドロアリール化反応を利用した重付加による高分子半導体の合成 

 

高分子半導体として利用される共役高分子の多くは、重縮合反応によって合成されていま

す。この合成法では、反応に伴い化学量論量の脱離成分が必然的に生成されます。有機電子・

光デバイス用材料として高分子半導体には極めて高い純度が求められるため、その単離・精

製工程では大量の溶媒を使用するほか、多量の廃棄物の処理が必要となります。 

 

本研究では、芳香族化合物の C-H 結合にアルキンを挿入するヒドロアリール化反応に着

目し、新たな高分子半導体の合成手法を開発しました。この反応では脱離成分を副生するこ

となく共役高分子を合成できるため、簡便な精製プロセスによって高純度の高分子半導体材

料を得ることが可能です。 

 

下記に、本手法による重合反応の例を示します。得られた高分子は、有機 EL素子の発光

材料や有機太陽電池材料として利用することができます。 

 

Co触媒を利用した重付加による高分子半導体の合成例 

 

また、本反応には Mn 錯体も有効な触媒として機能することが明らかになりました。Mn

は資源的に豊富な遷移金属元素の一つであり、Mn触媒を利用した合成法は、環境負荷の低

減や資源制約への対応の観点からも今後の発展が期待されます。  


